
2016年度 比較眼科学会臨床部会主催セミナーシリーズ 

第 21回臨床生涯教育プログラムセミナー・第 26回症例検討会 合同開催 

 

会期：2017年 1月 22日(日) 

会場：品川インターシティー会議室（ http://www.sic-hall.com/home/contact.html ） 

 

継続的に開催されている生涯教育プログラムセミナーでは、日常診療に欠かすことのできない獣医眼科の基

礎を是非マスターして下さい。新たに眼科を学ぶ先生だけでなく、眼科知識のアップデートにも最適なセミナ

ーです。 

症例検討会では、皆様から持ち寄られた症例の検討と、臨床部会セミナーでは眼球周囲にみられる皮膚疾患

について討論していきます。眼科専門医を交えたディスカッションにより、有意義な意見交換をしていきまし

ょう。 

多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

臨床生涯教育プログラムセミナー委員長:遠藤雅則 症例検討会委員長:余戸拓也 

 

第 21 回 臨床生涯教育プログラムセミナー 

1.日時：2017 年 1 月 22 日 (日)  （症例検討会およびシンポジウムと並行開催） 

10:00-10:50 7.1 水晶体の疾患    講師：山下 真 

  11:00-11:50 7.2 白内障手術適応症例の選択  講師：山下 真 

  13:30-14:20 8  眼科の救急疾患   講師：山下 真 

  14:30-15:20 9.1 犬の眼底 1     講師：久保 明 

  15:30-16:20 9.2 犬の眼底 2     講師：久保 明 

16:20-16:30  事務局からの連絡事項・手続きなど 

 

 

2.受講方法：事前申し込み（1 月 10 日まで），当日申し込み 

※セミナー登録ページ (https://www.jscvo.jp/seminar/index.php?id=5)からご登録下さい。  

比較眼科学会 HP（http://www.jscvo.jp/）のトピックスにリンクがありまます 

3.受講料：プログラムセミナー受講料（全講座一括受講料およびカラーハンドアウト代含む） 

※有効期限までの全プログラムセミナーが受講可能になります。 

※プログラムセミナー受講者は，並行開催する症例検討会および臨床部会セミナーにはご参加頂けません。 

 新規受講者  会員:2 万 5千円  非会員:4 万円 （お申し込みから 3 年間有効） 

   非会員の方は修了証の発行はありません。 

   最初の受講から 3年間は無料ですが、有効期限が切れた受講者の方は１コマ 3千円にて、受講が可能です。 

事前登録振込先 : 郵便振替 00900-6-194241 比較眼科学会 

（「臨床生涯教育プログラムセミナー受講料」と明記願います．） 

※新規受講者の方は、受講料の振込みをもちまして事前登録とさせていただきます。 

当日は，振込用紙(またはそのコピー)をご持参ください。 

※当日の受付混雑を避けるため、できる限り事前登録をお願いいたします。 

※継続受講者の場合は、お手元にお持ちの受講票をご持参ください。 

 

 

4.お問い合わせ先 : 日本獣医生命科学大学 獣医外科学研究室 余戸 拓也 

        Address：〒180-8602 東京都武蔵野市境南町 1-7-1 

        Tel：0422-31-4151  E-mail：ganka@nvlu.ac.jp 

 

https://www.jscvo.jp/seminar/index.php?id=5
http://www.jscvo.jp/
mailto:ganka@nvlu.ac.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生涯教育プログラムセミナー」は、臨床獣医師の皆様に獣医眼科を基礎から学んでいただくこと

を目的としています。 

 本セミナーは、15 のセクションに分けられた内容になっており，各セクションについてそれぞれ 

50 分の講義を 1 日 5 コマを基本として開催します。しかしながら受講される方はそのすべてでは

なく、それぞれの講義単独でも受講していただくことも可能です。 

 なお、本セミナーをすべて受講されましたら、比較眼科学会会員には学会から修了証書を授与い

たします。 

 

臨床生涯教育プログラム内容と今後の開催予定 

       

2017年 6月ごろ 大阪で開催予定 

9.3 猫の眼底 

1 眼科検査テクニック  

2.1  眼瞼・結膜・瞬膜の疾患 1 

2.2  眼瞼・結膜・瞬膜の疾患 2  

3   涙器と KCS  

 

2017年 9月ごろ 東京で開催予定 

4.1 非潰瘍性角膜疾患 

4.2 潰瘍性角膜疾患 

5 ぶどう膜の疾患 

6.1 緑内障の病態・分類および診断 

6.2 緑内障の治療 

 


